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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生を制限するための制限付き利用許可情報及び情報信号の所定の区間が再生されたか
否かを識別するための識別情報が予め付加されて入力された情報信号を保存し、当該情報
信号を読み出して、これを再生するようにする情報信号処理装置で用いられる情報信号利
用制限方法であって、
　読み出した前記情報信号から前記制限付き利用許可情報を検出する第１の検出工程と、
　読み出した前記情報信号から前記識別情報を検出する第２の検出工程と、
　前記第１の検出工程において、前記制限付き利用許可信号が検出され、かつ、前記第２
の検出工程において、前記識別情報が検出され、前記情報信号の所定の区間が再生された
と判断した場合であって、継続して行われていた当該情報信号の読み出しが終了した場合
に、読み出された情報信号であって、保存されている前記情報信号について、再度の再生
を禁止するように処理する再生制限工程と
　を有することを特徴とする情報信号利用制限方法。
【請求項２】
　再生を制限するための制限付き利用許可情報及び情報信号の所定の区間が再生されたか
否かを識別するための識別情報が予め付加されて入力された情報信号を保存し、当該情報
信号を読み出して、これを再生するようにする情報信号処理装置であって、
　読み出した前記情報信号から前記制限付き利用許可情報を検出する第１の検出手段と、
　読み出した前記情報信号から前記識別情報を検出する第２の検出手段と、
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　前記第１の検出手段により、前記制限付き利用許可信号が検出され、かつ、前記第２の
検出手段により、前記識別情報が検出され、前記情報信号の所定の区間が再生されたと判
断された場合であって、継続して行われていた当該情報信号の読み出しが終了した場合に
、読み出された情報信号であって、保存されている前記情報信号について、再度の再生を
禁止するように処理する再生制限手段と
　を備えることを特徴とする情報信号処理装置。
【請求項３】
　前記識別情報は、前記情報信号中の１箇所以上の任意の位置に付加されるものであるこ
とを特徴とする請求項２に記載の情報信号処理装置。
【請求項４】
　前記情報信号の利用は、前記情報信号を順次に読み出して行うものであり、
　前記識別情報は、前記情報信号が前記順次に読み出されたときに、時間的に離れた位置
に付加される開始情報と終了情報とであることを特徴とする請求項２に記載の情報信号処
理装置。
【請求項５】
　前記情報信号の利用は、前記情報信号を時系列信号として順次に読み出して行うもので
あり、
　前記識別情報は、前記情報信号が前記時系列信号として順次に読み出されたときに、時
間的に離れた位置に付加される開始情報と終了情報とであることを特徴とする請求項２に
記載の情報信号処理装置。
【請求項６】
　前記再生制限手段は、前記情報信号の全部または一部を消去することにより、前記情報
信号の再生を禁止することを特徴とする請求項２、請求項３、請求項４または請求項５に
記載の情報信号処理装置。
【請求項７】
　前記再生制限手段は、前記開始情報が示す前記情報信号における位置から前記終了情報
が示す前記情報信号における位置までを消去することにより、前記情報信号の再生を禁止
することを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の情報信号処理装置。
【請求項８】
　前記再生制限手段は、前記情報信号の全部または一部の正常な再生を不能にすることに
より、前記情報信号の利用を禁止することを特徴とする請求項２、請求項３、請求項４ま
たは請求項５に記載の情報信号処理装置。
【請求項９】
　前記再生制限手段は、前記開始情報が示す前記情報信号における位置から、前記終了情
報が示す前記情報信号における位置まで、前記情報信号の一部の正常な再生を不能にする
ことにより、前記情報信号の利用を禁止することを特徴とする請求項４又は請求項５に記
載の情報信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、情報信号の利用制限を行う方法、装置、および記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＶＴＲ（ビデオテープレコーダ）が普及し、ＶＴＲで再生が可能な数多くのソフトウエア
が提供されるようになってきている。また最近では、デジタルＶＴＲやＤＶＤ（デジタル
ビデオディスク）の再生装置、記録再生装置などが現実のものとなってきており、画質、
音質の良い映像、音声を手軽に再生して視聴することができるようになってきている。
【０００３】
しかし、一方で、このように豊富に提供されるようになったソフトウエアが無制限に複製
されてしまうおそれがあるという問題がある。そこで、複製禁止、複製許可、あるいは、
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複製の世代制限を制御内容として指示する複製防止制御信号を情報信号に付加しておくこ
とにより、複製防止制御を行うようにする複製防止策が施されるようになってきている。
【０００４】
図３は、ＶＴＲ（ビデオテープレコーダ）などの複製防止制御信号が付加された映像信号
を情報信号として扱う記録再生装置の基本的な構成図である。図３に示した記録再生装置
には、例えば、再生用のＶＴＲなどにより再生された複製防止制御信号が付加された映像
信号Ｓ１１が入力される。
【０００５】
複製防止制御信号が付加された映像信号Ｓ１１は、図３に示すように、書き込み部１１と
、複製防止制御信号検出部１２とに供給される。書き込み部１１は、供給された映像信号
Ｓ１１を記録用の映像信号Ｓ１２に変換し、これを記録媒体１００に記録するようにする
。この書き込み部１１は、書き込み制御部１３からの制御信号Ｓ１４によって制御される
。
【０００６】
複製防止制御信号検出部１２は、映像信号Ｓ１１に付加されている複製防止制御信号の検
出を行う。ここで検出された複製防止制御信号は複製防止制御情報Ｓ１３として書き込み
制御部１３に供給される。
【０００７】
書き込み制御部１３は、これに供給された複製防止制御情報Ｓ１３に基づいて、書き込み
制御信号Ｓ１４を形成し、これを書き込み部１１に供給することによって、映像信号の書
き込み制御を行う。
【０００８】
書き込み部１１は、書き込み制御部１３からの書き込み制御信号Ｓ１４が、複製を許可す
るものであるときには、供給された映像信号を記録媒体１００に書き込み、書き込み制御
信号Ｓ１４が、複製を禁止するものである場合には、映像信号を記録媒体１００に書き込
まないようにする。
【０００９】
また、複製防止制御信号検出部１２からの複製防止制御情報Ｓ１３が、第１世代の複製の
みを許可するものであるときには、書き込み制御部１３からは、複製を許可すると共に、
映像信号に付加されている複製防止制御信号を複製禁止（次世代の複製禁止）を指示する
ものに変更するようにする書き込み制御信号Ｓ１４が書き込み部１１に供給される。
【００１０】
この場合、書き込み部１１は、記録用の映像信号Ｓ１２の複製防止制御信号を複製禁止を
指示するものに変更して、この変更された複製防止制御信号が付加されている記録用の映
像信号Ｓ１２を記録媒体１００に記録する。したがって、この場合には、記録媒体１００
に記録された映像信号をさらに複製することができないようにされる。
【００１１】
そして、再生時には、記録媒体１００を再生して得られる信号Ｓ１５が、読み出し部１４
に供給され、ここで再生映像信号Ｓ１６が形成されて出力される。この再生映像信号Ｓ１
６は、例えば、モニタ受像機に供給されるなどして観視することができるようにされる。
【００１２】
このように、映像信号に複製防止制御信号を付加しておくことにより、この複製防止制御
信号に応じて映像信号の複製防止制御を行うことができるようにされるとともに、記録媒
体１００に記録された映像信号は、必要に応じて再生されて観視することができるように
されている。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前述したように複製防止制御信号が付加された映像信号の場合、図３に示した
記録再生装置を用いることによって、映像信号に付加されている複製防止制御信号に応じ
て複製防止制御を行うことはできる。しかしながら、複製が許可されている映像信号が、
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図３に示した記録再生装置に供給された場合には、、記録媒体１００に複製することはも
ちろんできるし、記録媒体１００に複製された映像信号は、繰り返し再生することができ
るため、恒久的な利用が可能である。
【００１４】
このように、複製が許可された映像信号を記録媒体に記録した場合には、繰り返し再生す
ることができるため、この記録媒体に記録された映像信号をさらに複製したり、あるいは
、複製が許可された映像信号が記録された記録媒体を他人に貸渡したりすることにより、
同じ映像信号を不特定多数のユーザが制限なく繰り返し利用できることになる。
【００１５】
このため、複製が許可された映像信号を提供した場合には、この映像信号が不特定多数の
ユーザに利用される可能性が高く、映像信号の提供者側が不利益を被ることがある。これ
を防止するためには、前述したように、供給する映像信号に複製防止制御信号を付加して
おくことにより複製自体を禁止することができるが、この場合には、映像信号の提供を受
けるユーザ側にとっては、必要以上に映像信号の複製が制限される場合が発生し、好まし
くない。
【００１６】
以上のことにかんがみ、この発明は、上記問題点を一掃し、映像信号などの情報信号の提
供者側が、提供する情報信号の利用を適度に制限することができるようにする方法、装置
および記録媒体を提供することを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、この発明による請求項１に記載の情報信号利用制限方法は、
　再生を制限するための制限付き利用許可情報及び情報信号の所定の区間が再生されたか
否かを識別するための識別情報が予め付加されて入力された情報信号を保存し、当該情報
信号を読み出して、これを再生するようにする情報信号処理装置で用いられる情報信号利
用制限方法であって、
　読み出した前記情報信号から前記制限付き利用許可情報を検出する第１の検出工程と、
　読み出した前記情報信号から前記識別情報を検出する第２の検出工程と、
　前記第１の検出工程において、前記制限付き利用許可信号が検出され、かつ、前記第２
の検出工程において、前記識別情報が検出され、前記情報信号の所定の区間が再生された
と判断した場合であって、継続して行われていた当該情報信号の読み出しが終了した場合
に、読み出された情報信号であって、保存されている前記情報信号について、再度の再生
を禁止するように処理する再生制限工程と
　を有することを特徴とする。
【００２８】
【発明の実施の形態】
　以下、図を参照しながらこの発明による方法、装置の実施の形態について説明する。
【００２９】
以下に説明する記録再生装置は、この発明による情報信号処理装置が用いられて形成され
たものであり、情報信号としての映像信号の記録および再生が可能なＶＴＲ（ビデオテー
プレコーダ）に適用したものとして説明する。また、説明を簡単にするため、音声信号系
についての説明は省略する。
【００３０】
［入力映像信号について］
まず、この実施の形態の記録再生装置に入力される入力映像信号について説明する。この
実施の形態の記録再生装置で扱われる入力映像信号は、アナログ映像信号であり、複製禁
止、複製許可、複製の世代制限などを制御内容として指示する複製防止制御信号と、詳し
くは後述する制限付き利用許可情報（制限付きタイムシフト情報）と、タイムシフト開始
情報およびタイムシフト終了情報とが、例えば、垂直帰線消去期間の予め決められた水平
区間に付加されたものである。
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【００３１】
制限付き利用許可情報は、映像信号に付加されている複製防止制御信号によって、当該映
像信号の複製が許可されている場合や複製の世代制限を行うようにされている場合であっ
ても、複製された映像信号は、例えば、一回しか再生して利用することができないように
映像信号の利用を制限するための情報である。
【００３２】
また、タイムシフト開始情報およびタイムシフト終了情報のそれぞれは、複製された映像
信号が再生されて利用されたか否かを識別するために、映像信号中の再生時点として時間
的に離れた位置に付加されるものである。例えば、タイムシフト開始情報は、映像信号を
再生した場合に、この映像信号の先頭から１０分経過した位置に付加され、タイムシフト
終了情報は、その映像信号の最後尾から１０分前の位置に付加されるというように、映像
信号の先頭付近とその映像信号の最後尾付近に設けられる。
【００３３】
　そして、再生時にこのタイムシフト開始情報とタイムシフト終了情報との両方を検出す
ることにより、このタイムシフト開始情報が付加されている位置からタイムシフト終了情
報が付加されている位置までの区間の映像信号が再生されたことを確実に検出することが
できるので、このように予め決められた区間の映像信号が再生された場合に、当該映像信
号が再生されて利用されたと識別するようにする。
【００３４】
このようにすることによって、複製された映像信号のごく一部が再生されただけでは、そ
の映像信号が再生されて利用されたと識別しないようにし、このような場合には、前述し
た制限付き利用許可情報に応じての当該映像信号の利用を制限しないようにしている。す
なわち、複製された映像信号の利用を必要以上に制限しないようにしている。
【００３５】
この実施の形態においては、これら複製防止制御信号、制限付き利用許可情報、タイムシ
フト開始情報、タイムシフト終了情報は、いずれも１ビットあるいは数ビットで構成され
、映像信号の垂直帰線消去期間の予め決められた水平区間に付加位置を別にして付加され
ているものとする。
【００３６】
そして、以下に説明するこの実施の形態においては、入力映像信号には、再生は１回まで
とする制限付き利用許可情報が付加されるとともに、当該入力映像信号の先頭から１０分
経過した位置に相当する垂直帰線消去期間の予め決められた水平区間にタイムシフト開始
情報が付加され、その映像信号の最後尾から１０分前の位置に相当する垂直帰線消去期間
の予め決められた水平区間にタイムシフト終了情報が付加されているものとして説明する
。
【００３７】
［記録再生装置について］
図１は、この実施の形態の記録再生装置を説明するための図である。図１に示すように、
この実施の形態の記録再生装置は、書き込み部１、複製防止制御信号検出部２、書き込み
制御部３、読み出し部４、利用許可情報検出部５、利用禁止処理部６を備えている。また
、この実施の形態において、記録媒体１００は、ビデオテープである。
【００３８】
記録時について説明する。この実施の形態においては、再生用ＶＴＲにより再生された映
像信号やテレビチューナにより選局された映像信号であって、前述したように、複製防止
制御信号、制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、タイムシフト終了情報が付加
された入力映像信号Ｓ１が、図１に示した記録再生装置に入力される。
【００３９】
入力映像信号Ｓ１は、書き込み部１と複製防止制御信号検出部２に供給される。書き込み
部１は、これに供給された映像信号Ｓ１を記録に適した記録用の映像信号Ｓ２に変換し、
これを記録媒体１００に記録するようにする。この書き込み部１は、後述するように、書
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き込み制御部３からの制御信号Ｓ４により書き込みが制御される。
【００４０】
なお、書き込み部１において形成される記録用の映像信号Ｓ２は、入力映像信号Ｓ１が変
換されたものであり、入力映像信号Ｓ１に付加されている複製防止制御信号、制限付き利
用許可情報、タイムシフト開始情報、タイムシフト終了情報をそのまま有するものである
。
【００４１】
複製防止制御信号検出部２は、入力映像信号Ｓ１に付加されている複製防止制御信号を検
出する。検出された複製防止制御信号は、複製防止制御情報Ｓ３として書き込み制御部３
に供給される。
【００４２】
書き込み制御部３は、複製防止制御情報Ｓ３に基づいて、書き込み部１に供給する制御信
号Ｓ４を形成し、この制御信号Ｓ４を書き込み部１に供給することによって、書き込み部
１を制御する。
【００４３】
したがって、書き込み制御部３は、複製防止制御情報Ｓ３が、映像信号の複製を許可する
ことを示す情報であった場合には、複製を許可する制御信号Ｓ４を形成し、複製防止制御
情報Ｓ３が、映像信号の複製を禁止することを示す情報であった場合には、複製を禁止す
る制御信号Ｓ４を形成して書き込み部１に供給する。
【００４４】
また、書き込み制御部３は、複製防止制御情報Ｓ３が、第１世代の複製のみを許可するも
のであるときには、複製を許可するとともに、記録用の映像信号Ｓ２の複製防止制御信号
を複製禁止（次世代の複製禁止）を指示するものに変更するようにする制御信号Ｓ４を形
成して書き込み部１に供給する。
【００４５】
これにより、書き込み制御部３からの制御信号Ｓ４の供給を受ける書き込み部１は、制御
信号Ｓ４が、書き込みを許可するものであるときには、記録用の映像信号Ｓ２を記録媒体
１００に書き込み、制御信号Ｓ４が、書き込みを禁止するものであるときには、記録用の
映像信号Ｓ２を記録媒体１００に書き込まないようにする。
【００４６】
また、書き込み部１は、前述したように、映像信号Ｓ１に付加されている複製防止制御信
号が、第１世代の複製のみを許可するものであり、書き込み制御部３からの制御信号Ｓ４
が、記録は許可するが、複製防止制御信号を記録禁止に変更するように指示するものであ
るときには、記録用の映像信号Ｓ２の複製防止制御信号を記録禁止に変更した後に、これ
を記録媒体１００に記録する。したがって、この場合には、記録媒体１００に記録されて
いる映像信号を複製することができないようにされる。
【００４７】
次に、再生時について説明する。読み出し部４は、記録媒体１００を再生して得られる信
号Ｓ５から再生映像信号Ｓ６を形成し、これを出力する。この再生映像信号Ｓ６は、例え
ば、モニタ受像機に供給されて、映像の再生に用いられるようにされるとともに、利用許
可情報検出部５にも供給される。また、読み出し部４は、記録媒体１００に記録されてい
るタイムコードＴＣを読み出して、これを利用許可情報検出部５に供給する。
【００４８】
利用許可情報検出部５は、記録媒体１００を再生して得られる信号Ｓ５から形成される再
生映像信号Ｓ６に付加されている制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、タイム
シフト終了情報を検出し、これら３つの情報が再生映像信号Ｓ６から検出されたときには
、制限付き利用許可情報に応じた利用禁止制御信号Ｓ７を形成して、利用禁止処理部６に
供給する。
【００４９】
図２は、利用許可情報検出部５に設けられる制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情
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報、タイムシフト終了情報を検出する部分を説明するための図である。図２に示すように
、この実施の形態の利用許可情報検出部５は、制限付き利用許可情報検出部５１と、タイ
ムシフト開始情報検出部５２と、タイムシフト終了情報検出部５３とから構成される映像
信号の利用を制限するために用いられる情報を検出する部分を備えている。これら各部に
は、図２に示すように、読み出し部４からの再生映像信号Ｓ６、タイムコードＴＣが供給
される。
【００５０】
制限付き利用許可情報検出部５１は、再生映像信号Ｓ６に付加されている制限付き利用許
可情報を検出する処理を行い、制限付き利用許可情報を検出したときには、これを信号Ｓ
５１として出力する。
【００５１】
タイムシフト開始情報検出部５２は、再生映像信号Ｓ６に付加されているタイムシフト開
始情報およびそのアドレス情報を検出する。そして、タイムシフト開始情報を検出したと
きには、読み出し部４から供給されるタイムコードＴＣから取得するこのタイムシフト開
始情報が付加されている記録媒体１００上の位置を示すアドレス情報（以下、開始アドレ
ス情報という）を信号Ｓ５２として出力する。
【００５２】
同様に、タイムシフト終了情報検出部５２は、再生映像信号Ｓ６に付加されているタイム
シフト終了情報およびそのアドレス情報を検出する。そして、タイムシフト終了情報を検
出したときには、読み出し部４から供給されるタイムコードＴＣから取得するこのタイム
シフト終了情報が付加されている記録媒体１００上の位置を示すアドレス情報（以下、終
了アドレス情報という）を信号Ｓ５３として出力する。
【００５３】
そして、利用許可情報検出部５は、前述した各部において、制限付き利用許可情報、タイ
ムシフト開始情報、タイムシフト終了情報が検出されたときには、制限付き利用許可情報
Ｓ５１、開始アドレス情報Ｓ５２、終了アドレス情報Ｓ５３からなる利用禁止制御信号Ｓ
７を形成し、これを利用禁止処理部６に供給する。
【００５４】
すなわち、利用許可情報検出部５は、利用許可情報検出部５１において、再生映像信号Ｓ
６から制限付き利用許可情報が検出された場合には、記録媒体１００に記録されている映
像信号であって、再生映像信号Ｓ６として再生される映像信号は、利用が１回までに制限
されたものであると認識する。
【００５５】
さらに、利用許可情報検出部５は、タイムシフト開始情報検出部５２においてタイムシフ
ト開始情報が検出され、かつ、タイムシフト終了情報検出部５３においてタイムシフト終
了情報が検出された場合には、記録媒体１００に記録されている映像信号であって、再生
映像信号Ｓ６として再生される映像信号のタイムシフト開始情報とタイムシフト終了情報
とにより予め決められた区間の信号が再生されて利用され、当該映像信号の１回に制限さ
れた利用が終了したと識別する。
【００５６】
そして、このように、当該映像信号は利用が１回までに制限され、かつ、当該映像信号の
利用が終了したと識別したときには、利用許可情報検出部５は、利用禁止制御信号Ｓ７を
形成して出力する。
【００５７】
この実施の形態の利用禁止処理部６は、利用禁止制御信号Ｓ７が供給され、かつ、再生処
理が終了したことを検知した場合に、利用禁止制御信号Ｓ７に基づいて、記録媒体１００
に記録されている映像信号を消去し、記録媒体１００に記録されている映像信号の繰り返
しての利用を禁止する。すなわち、利用禁止処理部６は、利用禁止制御信号Ｓ７に基づい
て、記録媒体に記録されている制限付き利用許可情報が付加された映像信号の利用を制限
するようにする利用制限手段としての機能を有している。
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【００５８】
すなわち、この実施の形態において利用禁止処理部６は、利用禁止制御信号Ｓ７が供給さ
れるとともに、この実施の形態の記録再生装置に設けられている再生処理や記録処理を停
止させるための操作ボタンキーである停止キー（ストップキー）が操作されたり、あるい
は、記録媒体１００の最後尾まで再生処理が行われて、再生処理が停止されると、少なく
とも、開始アドレス情報が示す位置にまで、ビデオテープである記録媒体１００を巻き戻
し、そこから少なくとも終了アドレスが示す位置にまで、消去信号を書き込むようにする
。
【００５９】
これにより、再生を１回までとする制限付き利用許可情報が付加された記録媒体１００に
記録されている映像信号が消去されて、再生を１回までとする制限付き利用許可情報が付
加された映像信号を繰り返し利用することができないようにされる。
【００６０】
この実施の形態においては、前述したように、開始アドレス情報が示す記録媒体１００上
の位置から、終了アドレス情報が示す記録媒体１００上の位置までの映像信号を消去する
ようにすることによって、制限付き利用許可情報が付加された映像信号のみを消去するよ
うにされるため、記録媒体１００の他の領域に、例えば、他の映像信号が記録されていて
もこれを消去することはない。
【００６１】
このように、制限付き利用許可情報を映像信号に付加しておくことにより、この制限付き
利用許可情報に基づいて、映像信号の利用を制限することができるため、映像信号が記録
された記録媒体を貸渡したり、映像信号のさらなる複製を行って、不特定多数の者が複製
された映像信号を利用することを防止することができる。
【００６２】
また、映像信号の供給者側は、制限付き利用許可情報を映像信号に付加するか否かによっ
て、供給する映像信号毎に恒久的な利用を認めるか、あるいは、再生を制限するかを選択
することができる。すなわち、映像信号の供給者側に映像信号の繰り返しての利用（タイ
ムシフト利用）を認めるか否かの選択権を持たせることができる。
【００６３】
これにより、映像信号の供給者側は、映像信号の利用形態を細かく管理することができる
ため、例えば、再生が１回に制限された映像信号については、映像信号使用料を安く設定
し、恒久的な利用を可能にした映像信号については、映像信号使用料を高めに設定してユ
ーザに提供することができる。したがって、映像信号の供給を受けるユーザは、例えば、
１回だけ再生すれば十分な映像信号の場合には安価に供給を受けることができる。
【００６４】
なお、前述した実施の形態においては、タイムシフト開始情報は、映像信号を再生した場
合に、この映像信号の先頭から１０分経過した位置に付加されており、タイムシフト終了
情報は、その映像信号の最後尾から１０分前の位置に付加されているものとして説明した
が、これに限るものではない。
【００６５】
例えば、映像信号の全体の再生時間の長さに応じて、映像信号を再生した場合に、確実に
再生されると考えられる映像信号の先頭付近にタイムシフト開始情報を付加し、映像信号
の最後尾付近にタイムシフト終了情報を付加するようにすればよい。
【００６６】
また、前述した実施の形態においては、記録媒体１００に複製された映像信号が再生され
て利用されたか否かを識別するための識別情報として、タイムシフト開始情報とタイムシ
フト終了情報とを時間的に離れた位置に付加するようにしたが、必ずしもタイムシフト開
始情報とタイムシフト終了情報とを付加する必要はない。
【００６７】
例えば、複製された映像信号が再生されて利用されたか否かを識別するための識別情報は
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付加せずに、制限付き利用許可情報だけを映像信号に付加しておき、再生時にこの制限付
き利用許可情報が検出された場合には、当該映像信号の利用を制限するようにしてもよい
。
【００６８】
また、記録媒体１００に複製された映像信号が再生されて利用されたか否かを識別するた
めの識別情報として、１つのフラグ情報を、当該映像信号中の任意の位置一か所に付加し
、このフラグ情報を検出した場合に当該映像信号が再生されて利用されたと識別するよう
にしてもよい。
【００６９】
例えば、記録媒体１００に記録された映像信号は時系列信号であり、通常その先頭から再
生されて利用されるため、識別情報としてのフラグ情報を当該映像信号の最後尾付近に付
加しておくことにより、このフラグ情報を検出した場合には、当該映像信号は、その先頭
から最後尾までが再生されて利用されたと識別することができる。
【００７０】
また、映像信号の複数箇所に、当該映像信号が再生されて利用されたか否かを識別するた
めの識別情報としてのフラグ情報を付加するようにし、この複数のフラグ情報の全部、あ
るいは、この複数のフラグ情報の内の幾つかを検出したときに、当該映像信号が再生され
て利用されたと識別するようにしてもよい。
【００７１】
また、前述した実施の形態においては、複製防止制御信号、制限付き利用許可情報、タイ
ムシフト開始情報、タイムシフト終了情報が付加された映像信号の複製と再生とを同じ記
録再生装置で行う場合の例として説明したが、このように記録と再生が同じ装置で行われ
る場合に限るものではない。
【００７２】
例えば、他の記録装置によって複製された、複製防止制御信号、制限付き利用許可情報、
タイムシフト開始情報、タイムシフト終了情報が付加された映像信号が記録された記録媒
体をこの実施の形態の記録再生装置で再生するようにした場合にも、前述したように、制
限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、タイムシフト終了情報に応じて、記録媒体
に記録されている映像信号の利用制限を行うことができる。
【００７３】
すなわち、制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、タイムシフト終了情報が付加
された映像信号が記録された記録媒体を作成した場合には、この記録媒体に記録された映
像信号の再生時において、映像信号に付加されている制限付き利用許可情報、タイムシフ
ト開始情報、タイムシフト終了情報に応じて当該映像信号の利用制限を行うようことがで
きる。
【００７４】
また、前述の実施の形態において、入力映像信号には、その垂直帰線消去期間の予め決め
られた水平区間に、複製防止制御信号、制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、
タイムシフト終了情報が付加されているものとして説明したが、これに限るものではない
。
【００７５】
例えば、複製防止制御信号、制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、タイムシフ
ト終了情報をスペクトラム拡散し、スペクトラム拡散された情報を入力映像信号に重畳す
るようにしておいてもよい。この場合には、スペクトラム逆拡散を行うことによって、映
像信号に重畳されている情報を取り出すことができる。
【００７６】
このように、複製防止制御信号、制限付き利用許可情報、タイムシフト開始情報、タイム
シフト終了情報は、記録時には映像信号とともに記録媒体に記録され、また、再生時には
再生される映像信号に対応して記録媒体から読み出して、利用することができるようにさ
れていればよい。
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【００７７】
また、前述した実施の形態において、利用禁止処理部６は、記録媒体１００上の開始アド
レス情報が示す位置から終了アドレス情報が示す位置までの映像信号を消去するようにし
たが、これに限るものではなく、当該映像信号の全部を消去するようにしてもよい。
【００７８】
また、前述した実施の形態において、利用禁止処理部６は、記録媒体１００に記録されて
いる制限付き利用許可情報が付加された映像信号を消去するものとして説明したが、これ
に限るものではない。例えば、制限付き利用許可情報が付加された映像信号を乱すように
処理したり、再生画像がノイズで見苦しくなるようにするなど、当該映像信号の正常な再
生を不能にすることによって、当該映像信号を利用することができないようにしてもよい
。
【００７９】
また、前述した実施の形態においては、情報信号は、アナログ映像信号であるものとして
説明したが、アナログ映像信号に限るものではない。例えば、情報信号は、音声信号や各
種のデータであってもよい。また、情報信号は、アナログ信号だけでなく、デジタル映像
信号であってももちろんよい。
【００８０】
また、前述した実施の形態の記録再生装置は、ＶＴＲとして説明したが、ＶＴＲに限るも
のではなく、ミニディスク（ＭＤ）と呼ばれる小型光磁気ディスクを記録媒体とする記録
再生装置や再生装置、ＤＶＤ（デジタルビデオディスク）を記録媒体として用いる記録再
生装置や再生装置など、各種の記録再生装置や再生装置にこの発明を適用することができ
る。
【００８１】
また、テレビ放送やケーブルテレビ放送の場合に、映像信号に制限付き利用許可情報や、
当該映像信号が再生されて利用されたか否かを識別するための識別情報としてのタイムシ
フト開始情報、タイムシフト終了情報を付加して放送するようにすれば、これらの情報が
付加された映像信号が複製されたとしても、当該映像信号の利用を制限することができる
。
【００８２】
また、いわゆるパソコン通信のように、コンピュータ間で情報信号の送受を行う場合に、
情報信号に制限付き利用許可情報や、当該情報信号が再生されて利用されたか否かを識別
するための識別情報としてのタイムシフト開始情報、タイムシフト終了情報を付加して送
信することにより、当該情報信号の利用を制限することができる。
【００８３】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、制限付き利用許可情報を情報信号に付加し、こ
の制限付き利用許可情報に基づいて、情報信号の利用を制限することができるため、情報
信号が記録された記録媒体の又貸しや情報信号の複製を防止することができる。これによ
り、情報信号の供給者側が不利益を被ることを防止することができる。
【００８４】
また、情報信号の供給者側は、制限付き利用許可情報を情報信号に付加するか否かによっ
て、供給する情報信号毎に恒久的な利用を認めるか、あるいは、再生を制限するかを選択
することができる。すなわち、情報信号の供給者側に情報信号の繰り返しての利用（タイ
ムシフト利用）を認めるか否かの選択権を持たせることができる。
【００８５】
これにより、情報信号の供給者側は、情報信号の利用形態を細かく管理することができる
ため、例えば、再生が１回に制限された映像信号については、映像信号使用料を安く設定
するなどのことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による記録再生装置の一実施の形態を説明するためのブロック図である
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。
【図２】図１に示した記録再生装置の利用許可情報検出部を説明するためのブロック図で
ある。
【図３】従来の記録再生装置の一例を示すブロック図である。
【符号の説明】
１…書き込み部、２…複製防止制御信号検出部、３…書き込み制御部、４…読み出し部、
５…利用許可情報検出部、６…利用禁止処理部、５１…制限付き利用許可情報検出部、５
２…タイムシフト開始情報検出部、５３…タイムシフト終了情報検出部、１００…記録媒
体

【図１】 【図２】
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【図３】
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